
日本橋神経クリニック　久保田 英幹 先生 

　てんかん治療において、ほとんどの場合、薬
物療法が最初の選択肢となります。主なお薬は
11種類程度で、これをその人の症状や背景によ
り使い分け、発作をコントロールすることが大
切です。そのためには最初が肝心。詳細な病歴
の聴取が正確な発作診断の近道なのですが、
それには大変時間がかかります。当クリニック
では、多面的な情報を効率的に得て、患者さん
との面談の時間をできる限り長く取ることがで
きるよう、Web問診と静岡てんかん・神経医療
センターの時代から治療を共にしてきたてんか
ん認定看護師の面談を、初診のすべての患者さ
んに取り入れています。
　てんかんの治療には時間がかかります。その
間にさまざまなライフイベントが訪れるだけで
なく、日常生活でも判断を求められる局面は少
なくありません。当クリニックでは医師、看護師
だけでなくすべてのスタッフが患者さん中心

に、患者さんに寄り添いお話も伺います。
　一方、できるだけ制約の少ない自立した生活
を送るためには、患者さんご自身も病気や治療
の知識を身につけ、対処法を身につける必要が
あります。そのための有力な手段が心理社会的
治療で、当クリニックではてんかんに特化した
心理社会的治療“モーゼス“を行っています。ド
イツでは診療報酬化されていますが、残念なが
ら日本では日本てんかん学会が要望していま
すが実現していません。当クリニックでは、学
校やお仕事のある方でも参加できるよう土曜日
2回で終了する日程を組んでいます。知識を身
につけるだけでなく、同じ病気の他の人の考え
や意見が聞けることも、参加された方々の刺激
になっているようです。興味のある方は、お電
話で結構ですのでお問い合わせください。
　なお当クリニックは非常勤ですが女医も診
療しており、来年からは常勤の予定です。

　東京大学医学部医学科卒業。東京都立八王子小児科病院に勤務。東京都立神経病院を経て、
国立病院機構 静岡てんかん・神経医療センターで約30年にわたって、てんかんの専門医療に
従事。2020年５月に『日本橋神経クリニック』を開院。

てんかんのお医者さん
連載77

東京都
く　 ぼ　た ひでもと

＜病院情報＞

◇所在地　

TEL：03-3667-2484
　　　（必ずご予約の上、ご来院ください）
HP：https://nihonbashi-tenkan.jp/

〒103-0011
東京都中央区日本橋大伝馬町13-8 
メディカルプライム日本橋小伝馬町7F

診療時間／火・水・木・金曜日
　　　　　　午前診：9：00～13：00
　　　　　　午後診：14：00～19：00（金曜は20：00迄）
　　　　　土曜日：9：00～15：00
　　　　　休診日：月・日・祝日
　

（236）16 波　第44巻第10号　2020年10月

　全国の当事者の皆さま、体調はいかがで
しょうか。今年度は、新型コロナウイルスに
より予定されていた、当事者委員会や部会の
活動が、中止や延期となっています。新委員
1名が加わり、部会委員と合わせて計6名で
出発となります。

1. 女性部会（部会活動）
①2020年5月16日（土）
　オンラインミーティング開催。
〈内容〉
　新型コロナウイルスで開催中止でもでき
ることを話し合いました。
　▶今までのアンケート見なおしをしては
どうか。

　▶今年度、集まって話すことができない状
況であれば、オンラインミーティングで
意見交換した方が良い。

②2020年7月4日（土）
　第6回女性部会の集い IN 広島 ⇒ 中止。

2. 支部活性化部会（部会活動）
①2020年5月20日（水）
　19:00より、オンラインミーティング開催。
〈内容〉
1）新型コロナウイルスで、活動する事が現
在難しいが、どのようなことができるか。

2）会員のみの「当事者オンライン」という形
で、支部で活動をしている当事者の声を拾
うのはどうか。

〈課題〉
　「支部活性化」という名前は当事者活動を
するときに、支部に説明しにくい部分もある
ため当事者以外の方へも誤解を生みやすい。

3. 委員会全体活動
①委員会ミーティング（１～２回/年）
　2020年７月10日（金）20:00より、

　1回目をオンラインミーティング開催。
〈内容〉
1）委員会ミーティングの開催方法について
話し合いました。

　新型コロナウイルスで、集まっての委員会
ミーティングの開催が現在難しいため、今年
度は足を運ばず、オンライン形式で開催する
こととなりました。
　そして２ヵ月に一度オンラインミーティ
ングを継続し、意見交換を行います。
　・９月11日（金） 20：00～
　・11月13日（金） 20：00～（予定）
2）みんなの声集約プロジェクトをどのよう
な形で継続していくか、意見を出し合いま
した。

　▶今年度もみんなの声集約プロジェクト
で声を集める。

　▶声を集めた後にフィードバックをする
のはどうか。

　▶発信できる人が代わりに伝えることで、
発信が難しい方の想いに寄り添うこと
が大切である。

②委員会ニュース（２回/年）2020年10月
号掲載、2021年3月号掲載を予定。

③第2回みんなの声集約プロジェクト（第1
回は、前年度の全国大会で行いました。）

お願い
　前回の委員会ニュースへも掲載いたしま
したが、当事者委員会では「当事者の声」を反
映させたピア活動を考えております。皆さま
が「こんな活動に参加したい」など、お気軽に
お聞かせください。メールやFAXの場合、題
名を(当事者委員会)としてください。
「当事者委員会宛」

FAX▶▶03-3202-7235
メール▶jea@e-nami.or.jp

（文責：安達、島本）
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